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「
日
本
一
語
教
育
」
に
お
け
る
「
文
法
」
|
|
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
「
日
本
語
教
育
」
は
じ
め
に
本
稿
は
、
〈
「
こ
と
ば
」
の
教
育
を
聞
い
直
す
〉
と
い
う
テ
l
マ
に
即
し
、
筆
者
の
提
唱
す
る
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
(
〈
一
言
語
は
主
体
の
表
現
行
為
、
理
解
行
為
で
あ
る
〉
と
規
定
す
る
言
語
観
)
に
基
づ
く
「
日
本
語
整
円
」
の
立
場
か
ら
、
「
文
法
」
の
教
育
/
学
習
の
問
題
を
中
心
に
者
丞
ま
9
る
も
の
で
あ
石
。一
般
的
に
は
、
日
本
語
教
育
と
は
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
学
習
者
に
対
す
る
日
本
語
の
教
育
の
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
本
稿
に
お
け
る
「日
本
語
教
育
」
は
、
日
本
語
を
母
語
と
す
る
学
習
者
に
対
す
る
日
本
語
の
教
育
す
な
わ
ち
国
語
教
育
を
も
含
む
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
日
本
語
教
育
と
国
語
教
育
と
を
安
易
に
同
一
視
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
今
後
の
日
本
語
教
育
と
国
語
整
問
と
の
連
携
を
射
程
に
入
れ
た
と
き
、
「
日
本
誌
巴
の
教
育
/
学
習
と
い
、
「
J
点
で
の
共
通
性
を
踏
ま
え
た
上
で
表
盈
T
乞
進
め
る
意
義
が
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
「
文
法
」
は
、
狭
い
意
味
で
の
文
法
1
語
や
文
に
の
教
育
を
問
い
直
す
の
立
場
か
ら
|
|
蒲
谷
宏
関
す
る
法
則
ー
だ
け
で
は
な
く
、
や
や
広
く
、
文
章
・
談
話
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
き
ま
り
・
規
則
一
等
も
含
む
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
一
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
日
本
語
教
育
一
-
一
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
と
「言
語
過
程
説
」
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「〈一言語
H
行
為
〉
観
」
と
い
う
の
は
、
〈
「
言
誼
巴
と
は
、
音
声
・
文
{T乞
「
媒
材
」
と
す
る
「
主
体
」
の
「
表
現
日
行
為
」
「
理
解
行
為
」
で
あ
る
〉
と
規
定
す
る
言
語
観
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
〈
「
言
語
」
イ
コ
ー
ル
「
行
為
」
〉
と
捉
え
る
言
語
観
で
あ
り
、
「
言
翠
巴
を
動
態
的
な
「
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
」
だ
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
言
語
観
は
、
直
接
的
に
は
時
枝
誠
記
博
士
の
「
言
語
過
程
説
」
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
と
「
言
語
過
程
説
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
「
言
諸
問
過
程
説
」
の
根
本
に
あ
る
言
語
観
は
〈
言
語
は
行
為
で
あ
る
〉
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
言
語
学
説
で
あ
る
と
き
守
え
る
の
だ
が
、
「
言
語
過
程
説
」
と
し
て
の
王
要
な
研
究
成
果
が
、
は
た
し
て
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
正
当
な
展
開
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
点
も
多
い
。
今
な
お
時
枝
(
一
九
四
こ
の
記
述
に
基
づ
く
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
正
篇
が
必
ず
し
も
〈
言
語
H
行
為
〉
と
い
、
2
言
語
観
に
基
づ
く
展
開
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
時
枝
(
一
九
五
五
)
な
ど
で
時
枝
博
士
自
身
が
認
め
て
い
る
こ
と
で
も
あ
足
。
ま
た
、
詞
辞
論
に
基
づ
く
時
枝
文
法
も
、
そ
れ
が
真
に
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
文
法
論
で
あ
る
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
、
検
討
す
る
余
地
が
多
分
に
あ
る
と
言
、
え
よ
、っ。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
恐
れ
る
の
は
、
時
枝
文
法
を
中
心
と
す
る
「
時
枝
誠
記
の
言
語
過
程
説
」
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
根
本
に
あ
る
言
語
観
ま
で
が
否
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
「
言
語
過
程
説
」
批
判
の
中
心
に
あ
る
考
え
方
は
次
の
よ
、
フ
な
も
の
で
あ
る
。
言
語
は
過
程
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
例
え
ば
、
「
わ
た
し
は
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
」
と
表
現
す
る
た
め
に
は
、
「
ワ
夕
、
ン
」
「
ハ
」
「
日
本
語
」
「
ヲ
」
「
勉
強
ス
ル
」
「
テ
イ
ル
」
「
マ
ス
」
と
い
っ
た
言
葉
を
知
ら
な
け
れ
ば
表
現
の
し
ょ
う
が
な
い
。
つ
ま
り
、
表
現
行
為
以
前
に
、
そ
の
表
現
行
為
を
支
え
る
言
葉
の
存
在
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
極
め
て
常
識
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ラ
ン
グ
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
の
「
言
語
過
程
説
」
批
判
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
時
枝
博
士
は
、
表
現
行
為
以
前
の
こ
う
し
た
「
言
葉
」
の
存
在
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
か
え
っ
て
混
乱
を
招
い
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
「
一
言
葉
」
の
こ
と
を
「言
材
」
と
名
づ
け
、
〈
個
々
の
主
体
に
お
い
て
成
立
す
る
、
立
回
概
今
Y
め
る
い
は
文
字
概
念
と
、
表
象
あ
る
い
は
概
念
と
の
回
路
で
あ
る
〉
と
規
定
し
、
「
表
現
行
為
」
「
理
解
行
為
」
に
先
立
つ
も
の
と
し
て
認
め
て
い
る
。
「
行
為
と
し
て
の
き
呈
巴
は
、
「
言
材
」
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
を
取
る
と
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
ラ
ン
グ
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
「
言
語
過
程
説
」
の
崩
壊
を
意
味
す
る
、
と
時
枝
博
士
自
身
も
、
ま
た
時
枝
批
判
を
す
る
立
場
の
者
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「言
材
」
は
、
個
々
の
主
体
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
を
超
え
た
一
般
性
を
持
つ
と
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
ラ
ン
グ
と
は
異
な
る
。
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
お
け
る
「
言
誌
巴
は
、
あ
く
ま
で
も
「
主
体
」
の
「
表
現
行
為
」
「
理
解
行
為
」
自
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
言
材
」
を
認
め
た
と
こ
ろ
で
、
〈
言
語
H
行
為
〉
と
い
う
言
語
鋭
そ
の
も
の
に
は
何
の
影
響
も
な
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
「
言
語
過
程
説
」
そ
の
も
の
を
継
承
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
根
本
に
あ
る
言
語
観
を
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
と
名
づ
け
、
そ
の
言
語
観
に
基
づ
く
言
語
の
研
究
、
言
語
教
育
の
研
究
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
重
要
な
こ
と
は
、
〈
言
語
は
行
為
で
あ
る
〉
と
規
定
す
る
一
言
語
観
に
基
づ
く
言
語
研
究
、
言
語
教
育
研
究
を
正
当
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
の
だ
と
考
え
て
いヲ
Q
。
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「
〈ニ=口語
H
行
為
v
観
」
に
基
つ
く
「
一
言
語
」
語
教
育
/
学
習
」
の
捉
え
方
「一盲
次
に
、
「〈言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
「
言
誼
巴
の
捉
え
方
、
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
く
つ
賓
語
教
育
/
学
習
」
の
捉
え
方
の
、
要
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
「
主
体
」
:
・
「
吾
一
呈
巴
を
「
行
為
」
だ
と
捉
え
る
と
き
、
当
然
、
そ
の
「
行
為
の
主
体
」
が
問
題
に
な
る
。
言
語
に
お
け
る
主
体
に
は
、
「
表
現
主
体
」
(
話
し
手
・
書
き
手
)
と
「
理
解
主
体
」
(
聞
き
手
・
読
み
手
)
が
あ
る
が
、
「
言
語
」
が
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
ず
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
主
体
」
が
あ
り
、
そ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
主
体
」
が
、
「
表
現
主
体
」
と
な
り
「
理
解
主
体
」
と
な
っ
て
、
「
表
現
行
為
」
「
理
解
行
為
」
の
「
や
り
と
り
」
「
く
り
か
え
し
」
が
行
わ
れ
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
」
が
成
立
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
言
語
教
育
/
学
習
に
お
け
る
「
主
体
」
は
、
学
習
者
自
身
で
あ
り
、
主
体
と
し
て
の
学
習
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
(
話
し
、
聞
き
、
書
き
、
読
む
、
に
関
わ
る
す
べ
て
の
能
力
)
を
養
い
、
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
言
語
教
育
/
学
習
の
目
的
と
な
る
。
「
意
図
」
・:
「
行
為
」
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
、
何
ら
か
の
「
意
図
」
が
あ
る
と
言
え
る
。
「
意
図
」
は
、
〈
あ
る
「
主
体
」
が
、
あ
る
「
行
為
」
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
何
か
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
、
そ
の
主
体
の
「
自
覚
的
な
意
識
」
の
こ
と
で
あ
る
〉
と
規
定
で
き
る
。
言
語
教
育
/
学
習
に
お
い
て
も
、
学
習
者
自
身
が
「
意
図
」
を
持
っ
て
、
ま
た
、
「
相
手
」
の
「
意
図
」
が
何
で
あ
る
の
か
を
明
確
に
捉
え
る
氷
事
を
持
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
重
要
に
な
お
。
「
場
面
」
:
・
「
場
面
」
は
、
「
人
間
関
係
」
と
「
場
」
の
総
称
で
あ
る
が
、
「
主
体
」
が
、
〈
「
自
分
」
「
相
手
」
「
話
題
の
人
物
」
相
E
の
関
係
を
ど
う
認
識
す
る
か
〉
そ
し
て
〈
行
為
を
行
う
時
間
的
・
空
間
的
位
置
(
文
脈
・
状
況
)
を
ど
う
認
識
す
る
か
〉
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
言
語
教
育
/
学
習
に
お
い
て
は
、
主
体
と
し
て
の
学
習
者
が
、
ど
う
い
う
「
場
面
」
に
お
い
て
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
1
シ
ヨ
ン
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
「
場
面
」
の
認
識
が
、
「
意
図
」
の
実
現
・
推
測
や
、
「
文
話
」
の
構
成
・
理
解
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
特
に
、
「
待
遇
表
現
」
が
複
雑
に
発
達
し
て
い
る
「
日
本
語
」
の
教
育
/
学
習
に
お
い
て
は
、
「
場
面
」
の
重
要
性
は
大
き
い
。
「
三
者
」
:
個
々
の
主
体
に
お
い
て
成
立
す
る
、
音
概
念
あ
る
い
は
文
字
概
念
と
、
表
参
め
る
い
は
概
念
と
の
回
路
の
こ
と
。
個
人
に
お
い
て
抽
象
化
さ
れ
た
「
コ
ト
パ
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
言
材
」
そ
の
も
の
の
教
育
/
学
習
を
否
定
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
が
、
「
言
材
」
を
「
行
為
と
し
て
の
言
語
」
か
ら
切
り
離
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
「
言
材
」
が
「
表
現
行
為
」
「
理
解
行
為
」
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
観
点
で
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
「
文
話
」
:
・
文
章
、
談
話
の
総
称
。
形
態
的
に
は
尋
問
」
「
茎
の
集
積
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
(
一
つ
の
語
、
一
つ
の
文
が
、
一
つ
の
「
文
話
」
を
構
成
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
)
が
、
「
表
現
行
為
」
と
し
て
見
た
場
合
に
は
、
「
意
図
」
を
実
現
す
る
た
め
の
ひ
と
ま
と
ま
り
だ
と
=
=
貯
え
る
。
「
文
話
」
は
、
常
に
「
意
図
」
や
「
場
面
」
と
関
連
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の
基
本
的
な
単
位
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
言
語
教
育
/
学
習
も
、
常
に
「
文
話
」
の
単
位
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
「
形
態
」
:
言
語
の
形
態
に
は
、
「
音
声
表
現
髭
忠
」
(
話
す
)
、
「
文
幸
表
現
形
態
」
(
書
く
)
、
「音
声
理
解
形
態
」
(
聞
く
)
、
「
文
字
理
解
形
態
」
(
読
む
)
、
が
あ
り
、
「
音
声
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
(
話
す
・
聞
く
)
、
「
文
字
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
(
書
く
・
読
む
)
が
相
互
に
関
連
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
複
合
彩
辺
恥
γ
も占める。
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一
=
戸
語
教
育
/
学
官
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
の
相
違
点
と
関
連
性
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
に
言
語
外
の
諸
要
素
も
重
要
な
点
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
言
語
」
の
教
育
/
学
習
と
い
う
こ
と
で
、
音
声
・
文
字
を
媒
材
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
限
定
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
「
日
本
語
教
育
」
に
お
い
て
も
、
堂
自
者
の
「
表
男
付
為
」
能
力
、
「
理
解
行
為
」
能
力
、
総
合
的
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
」
能
力
を
養
い
、
高
め
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
目
的
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
習
者
自
身
が
、
「
意
図
」
を
持
ち
、
そ
の
「
意
図
」
を
叶
え
る
た
め
に
、
「
場
面
」
を
適
切
に
認
識
し
、
適
切
な
「
言
材
」
に
よ
っ
て
「
文
話
」
を
構
成
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
「
文
話
」
の
構
造
や
展
開
を
適
切
に
捉
え
る
こ
と
で
、
「
内
容
」
や
「意
図
」
が
的
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。要
す
る
に
、
「
主
体
」
|
「
意
図
」
|
「
場
面
」
|
「
言
材
」
l
「
文
話
」
と
い
っ
た
つ
な
が
り
を
常
に
教
師
も
学
習
者
も
明
確
に
自
覚
し
つ
つ
、
教
育
/
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
一言
守
え
よ
う
。
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
文
法
教
育
こ
こ
で
は
、
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
「
文
法
」
の
教
育
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
か
、
そ
の
要
点
だ
け
を
述
べ
て
お
く
。
狭
義
の
す
〈
法
は
「
言
材
」
と
「
文
」
と
の
関
係
に
内
在
す
る
規
別
で
あ
る
、
と
捉
え
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
例
で
言
え
ば
、
「
ワ
タ
シ
」
「
ハ
」
「日
本
誌
巴
「
ヲ
」
「
勉
強
ス
ル
」
「
テ
イ
ル
」
「
マ
ス
」
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
「
言
材
」
が
、
個
々
に
ど
の
よ
う
な
概
念
や
機
能
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
「
わ
た
し
は
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
「
文
」
に
お
い
て
、
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
持
ち
、
こ
の
よ
う
な
順
序
で
配
列
さ
れ
る
こ
と
で
、
個
々
の
2
=
ロ
材
」
の
持
っ
て
い
る
概
念
が
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
異
な
っ
た
概
念
に
広
が
り
う
る
の
か
、
と
い
っ
た
規
則
そ
の
も
の
が
、
狭
義
の
文
法
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
の
が
狭
義
の
文
法
論
で
あ
る
と
言
、
え
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
抽
象
的
に
切
り
出
さ
れ
た
「私
は
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う
「
文
」
の
構
造
を
分
析
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
自
体
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
一
章
で
述
べ
た
、
基
本
的
な
枠
組
み
、
「
主
体
」
|
「
意
図
」
|
「
場
面
」
l
「
言
材
」
i
「文
話
」
と
い
う
関
係
は
、
「
文
法
」
を
考
え
る
際
に
も
有
効
な
も
の
と
な
る
。
「〈言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
「文
法
」
を
考
え
る
た
め
の
根
底
に
あ
る
枠
組
み
は
、
〈
だ
れ
が
、
だ
れ
に
、
何
の
た
め
に
、
ど
う
い
う
状
況
で
、
ど
の
よ
う
な
コ
ト
パ
で
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
極
め
て
常
識
的
な
枠
組
み
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
「表
現
行
為
」
「
理
解
行
為
」
を
解
明
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
基
礎
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
解
明
す
る
た
め
の
「文
法
」
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
z-一
一
早
え
る
わ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
常
に
、
「
意
図
」
や
「
場
面
」
と
の
関
係
で
「
文
法
」
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
言
材
」
と
「
文
」
と
の
関
係
だ
け
で
は
、
「
言
語
」
の
実
態
も
本
質
も
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
教
育
者
が
気
づ
い
て
い
る
。
「〈言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
「
文
法
」
の
教
育
/
学
習
は
、
狭
義
の
文
- 49-
法
と
と
も
に
、
よ
り
広
い
「
意
図
」
|
「
場
面
」
|
「
文
話
」
に
お
け
る
「
文
法
」
の
教
育
/
学
習
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
「
文
法
」
の
教
育
を
聞
い
直
す
一
章
に
お
い
て
は
、
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
二
章
で
は
、
「
日
本
語
教
育
」
に
お
け
る
「
文
法
」
の
教
育
/
学
習
に
つ
い
て
、
「
意
図
」
・
「
場
面
」
と
「
表
現
形
式
」
に
関
す
る
問
題
を
中
心
に
、
二
O
O
三
年
度
日
本
語
教
育
学
会
秋
季
夫
会
で
議
論
に
な
っ
た
「
新
し
い
日
本
語
教
育
±
法
」
や
、
「1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
文
型
に
絡
む
具
体
的
な
問
題
を
採
り
上
げ
て
、
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
「
新
し
い
日
本
語
教
育
文
法
」
を
め
ぐ
っ
て
二
O
O
三
年
度
日
本
語
教
育
尚
早
会
秋
丞
夫
会
(
於
大
阪
大
学
)
に
お
い
て
、
野
田
尚
史
氏
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
「
新
し
い
日
本
語
教
育
文
法
1
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
大
法
を
め
ざ
し
て
|
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
の
発
表
や
質
疑
に
お
い
て
、
現
在
の
日
本
語
教
育
に
お
け
る
大
法
の
問
題
の
一
端
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
野
田
氏
の
主
張
の
要
点
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
お。
【
こ
れ
ま
で
の
日
本
語
塾
同
文
法
】
・
1法
積
み
上
げ
派
も
コ
ミ
ユ
ニ
カ
テ
イ
ブ
派
も
、
「
日
本
語
学
」
の
文
法
を
温
存
し
て
き
た
。
の
た
め
-
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
で
は
な
い
、
無
目
的
な
文
法
が
教
材
や
教
育
に
君
臨
し
て
き
た
。
【
こ
れ
か
ら
の
日
本
語
教
育
文
法
】
-
話
す
・
聞
く
・
読
む
・
書
く
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
必
要
な
す
窪
に
す
る
。
-
文
構
造
中
心
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
広
い
範
囲
の
事
項
を
含
ん
だ
文
法
に
す
る。
形
式
か
ら
出
発
す
る
の
で
は
な
く
目
的
か
ら
出
発
す
る
狭
い
意
味
の
文
法
だ
け
で
な
く
社
会
号
一
口
語
学
的
能
力
も
重
視
す
る
こ
れ
ま
で
の
日
本
語
教
官
同
文
法
と
い
、
;
の
を
ひ
と
括
り
に
し
、
や
や
挑
発
的
な
批
判
(
「
宗
主
国
で
あ
る
日
本
語
学
と
植
民
地
で
あ
る
日
本
語
教
育
大
法
の
関
係
」
な
ど
と
い
う
捉
え
方
)
を
野
田
氏
が
展
開
し
た
こ
と
に
よ
る
フ
ロ
ア
か
ら
の
反
発
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
女
法
の
教
育
/
学
習
を
、
「
表
現
形
式
」
か
ら
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
「
意
図
」
や
「
場
面
」
か
ら
導
入
す
る
、
と
い
、
?
王
張
そ
の
も
の
は
、
「
〈
一
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
「
文
法
」
教
育
の
あ
り
方
に
近
い
点
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
主
張
に
対
す
る
疑
問
や
反
論
が
あ
り
、
予
想
以
上
に
多
く
の
研
究
教
育
者
の
聞
に
そ
う
し
た
意
識
の
強
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
議
論
を
単
純
化
す
る
と
、
「
表
現
形
式
」
か
「
意
図
」
・
「
場
面
」
か
、
形
式
か
目
的
か
、
文
型
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
、
さ
ら
に
は
、
基
礎
か
応
用
か
、
と
い
っ
た
対
立
の
図
式
で
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
形
式
・
文
型
・
基
礎
重
視
派
と
、
目
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
応
用
重
視
派
と
の
対
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
、
「
ラ
ン
グ
」
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か
「
過
程
」
・
「
行
為
」
か
、
と
い
っ
た
対
立
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
点
は
、
日
本
語
教
育
に
限
ら
ず
、
国
語
教
育
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
「
国
語
表
現
」
の
指
導
を
考
え
る
と
き
に
も
必
ず
生
じ
る
、
「
表
現
形
式
」
か
ら
入
る
の
か
「
意
図
」
・
「
場
面
」
か
ら
入
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
の
か
と
い
っ
た
対
立
、
議
論
で
あ
る
。
ま
た
、
質
疑
の
と
き
に
も
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
〈
形
式
は
「
有
限
」
で
あ
り
、
目
的
は
「
無
限
」
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
有
限
の
形
式
か
ら
入
る
こ
と
が
整
問
/
学
習
に
お
い
て
は
合
理
的
で
あ
る
〉
と
い
っ
た
考
え
方
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
日
本
語
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
言
語
教
育
、
さ
ら
に
は
教
育
全
般
に
関
す
る
常
識
的
な
見
解
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
〈
有
限
の
教
育
/
学
習
時
間
に
お
い
て
は
、
抽
象
化
さ
れ
た
有
限
の
山
{
云
電
項
目
か
ら
入
る
こ
と
が
合
理
的
か
つ
能
率
的
で
あ
る
〉
ま
た
、
〈
教
育
/
学
習
の
過
程
に
お
い
て
は
、
基
礎
を
積
ん
で
応
用
さ
せ
る
と
い
う
順
序
が
合
理
的
か
っ
能
率
的
で
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
単
純
化
し
た
対
立
に
お
い
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
合
理
的
で
も
な
く
、
生
産
的
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
真
剣
に
実
践
を
積
ん
で
い
る
研
究
整
同
者
に
と
っ
て
は
、
ど
ち
ら
に
軍
配
を
上
げ
る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
両
者
を
{
畜
勿
に
折
衷
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
対
立
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
両
者
が
止
揚
さ
れ
る
道
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
探
求
す
る
こ
と
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
み
の
る
。
本
来
、
野
田
氏
の
提
案
の
狙
い
も
、
そ
う
し
た
課
題
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
と
思
っ
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
は
、
従
来
の
文
法
教
育
を
ど
う
否
定
し
て
新
し
い
日
本
語
教
育
文
法
を
建
示
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
だ
全
貌
が
見
え
な
い
こ
と
に
よ
る
疑
問
点
も
多
く
、
「
意
図
」
「
場
面
」
重
視
の
具
体
的
な
指
導
の
方
法
、
四
形
態
ご
と
の
具
体
的
な
文
法
と
は
何
か
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
理
解
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
。
. 
一
「意
図
」
「場
面
」
「
表
現
形
式
」
の
関
係
一
・
一
で
述
べ
た
よ
う
な
対
立
は
予
想
以
上
に
根
深
い
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
対
立
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か
が
、
現
在
の
、
そ
し
て
、
A
丞
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
日
本
語
非
母
昔
話
者
に
対
す
る
日
本
語
教
育
に
お
い
て
は
、
文
法
す
な
わ
ち
文
型
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
、
「文
型
と
い
、
ヱ
衣
現
形
式
」
に
基
づ
く
指
導
が
、
た
と
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
指
導
と
い
え
ど
も
、
根
強
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
発
表
で
話
題
と
な
っ
た
、
「
ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
文
型
を
採
り
上
げ
、
「
意
図
」
・
「
場
面
」
|
「
表
現
形
式
」
と
い
っ
た
関
係
に
お
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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「
表
現
形
式
」
↓
「
意
図
」
「
場
面
」
清
ル
ミ
(
二
O
O
一
二
)
で
は
、
教
科
書
文
例
、
質
問
紙
回
答
、
シ
ナ
リ
オ
か
ら
、
「
i
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の
機
能
を
、
注
意
喚
起
、
禁
止
、
依
頼
、
願
望
・
懇
願
表
示
、
配
慮
・
気
遣
い
、
不
満
・
不
快
表
示
、
照
れ
隠
し
・
冗
談
、
の
7
つ
の
機
能
に
分
類
し
(
禁
止
は
さ
ら
に
3
つ
の
下
位
分
類
)
、
調
査
の
結
果
、
日
本
語
の
教
師
が
作
る
「
ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の
例
文
は
、
教
科
書
の
文
例
に
多
い
、
禁
止
(
例
「
こ
こ
で
写
真
を
撮
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
)
と
注
意
喚
起
(
例
「
こ
こ
は
駐
車
禁
止
で
す
か
ら
、
車
を
止
め
な
い
で
く
だ
さ
い
」
)
に
集
中
し
、
社
会
人
の
作
例
や
シ
ナ
リ
オ
の
文
例
で
は
、
配
慮
・
気
遣
い
(
例
「
大
丈
夫
で
す
か
ら
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
)
、
願
望
・
懇
願
表
示
(
例
「
お
願
い
だ
か
ら
話
を
そ
ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
)
、
不
満
・
不
快
表
示
(
例
「
ポ
チ
と
一
緒
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
)
な
ど
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
二
つ
の
仮
説
、
〈
仮
説
l
一
日
本
語
教
師
の
言
語
問
機
能
に
関
す
る
意
識
は
、
教
科
書
の
"
刷
り
込
み
“
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
〉
〈
仮
説
2
一
日
本
語
教
科
書
に
提
出
さ
れ
て
い
る
文
例
は
、
現
実
の
言
語
使
用
を
反
映
し
て
い
な
い
。
〉
が
妥
当
で
あ
る
可
能
性
が
見
出
せ
た
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
示
唆
さ
れ
る
点
は
、
多
く
の
日
本
語
教
科
書
や
日
本
語
教
師
は
、
「1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
「
文
型
」
の
持
つ
一
部
の
機
能
だ
け
を
取
り
上
げ
、
実
際
の
「
1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の
使
用
状
況
を
適
切
に
捉
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
「
1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
だ
け
に
限
っ
た
現
象
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
!
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
、
っ
文
型
自
体
を
教
育
/
学
習
す
る
と
い
う
発
想
に
立
つ
と
、
ま
ず
非
常
に
狭
い
意
味
で
の
文
法
と
し
て
は
、
「
ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
を
、
未
然
形
(
ナ
イ
形
)
+
な
い
+
で
+
く
だ
さ
い
、
な
ど
と
分
析
的
に
捉
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
し
か
し
、
多
く
の
教
師
は
、
文
法
教
育
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
を
た
だ
単
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
で
意
味
は
な
い
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
(
こ
の
段
階
は
、
む
し
ろ
国
語
教
育
で
の
問
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
無
味
乾
燥
な
分
析
的
文
法
教
育
を
否
定
的
に
捉
え
る
国
語
教
師
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
)
た
だ
し
、
日
本
語
教
育
に
お
い
て
は
、
「
ナ
イ
形
」
の
習
得
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
文
型
を
通
じ
て
「
話
さ
/
見
/
食
べ
/
し
/
来
(な
い
で
く
だ
さ
い
こ
と
い
っ
た
動
詞
の
活
用
形
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
〈
し
て
く
だ
さ
い
ー
し
な
い
で
く
だ
さ
い
〉
と
い
う
〈
テ
形
|
ナ
イ
形
〉
の
対
比
で
捉
え
る
。
ま
た
、
中
級
段
階
以
降
は
、
〈
し
な
い
で
|
し
な
い
で
く
れ
|
し
な
い
で
く
だ
さ
い
〉
、
〈
し
な
い
で
も
ら
え
る
|
し
な
い
で
い
た
だ
け
ま
す
か
〉
と
い
っ
た
、
待
遇
上
の
違
い
に
基
づ
く
類
似
の
表
現
な
ど
も
扱
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
形
式
だ
け
を
学
ん
で
、
「
話
さ
/
見
/
食
べ
/
し
/
来
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
え
た
と
こ
ろ
で
、
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
だ
れ
が
、
だ
れ
に
、
何
の
た
め
に
そ
、
ユ
衣
現
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
意
味
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
(
い
わ
ゆ
る
日
本
語
整
問
に
お
い
て
も
、
機
械
的
な
文
型
練
習
は
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
基
礎
練
習
と
し
て
重
要
な
の
だ
、
と
い
う
認
識
を
持
つ
教
師
も
多
い
。
)
し
た
が
っ
て
、
「
ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
は
、
禁
止
の
意
味
を
表
す
文
型
、
禁
止
の
機
能
を
持
つ
文
型
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
「
意
図
」
と
の
関
係
で
扱
う
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
「
場
面
」
が
登
場
し
、
「
美
術
館
で
係
の
人
が
言
う
」
:
・
「
写
真
は
撮
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」、
「
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
警
備
の
人
が
言
う
」
:
・
「
そ
こ
に
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
、
等
々
の
表
現
練
習
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
れ
も
が
美
術
館
の
係
に
な
っ
た
り
、
警
備
員
に
な
っ
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
い
く
ら
「
場
面
」
が
設
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
学
習
者
に
と
っ
て
現
実
的
な
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
教
師
は
、
自
の
前
の
学
習
者
に
と
っ
て
、
「ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
が
実
際
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
「
場
面
」
を
あ
れ
こ
れ
と
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考
え
、
F-成
定
し
、
そ
う
し
た
「
場
面
」
に
基
づ
い
て
「
l
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の
練
習
を
す
る
。
こ
う
し
た
展
開
が
、
た
と
え
「
表
現
形
式
」
か
ら
入
っ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
教
師
が
実
践
し
て
い
る
現
状
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
表
現
形
式
」
と
「
意
図
」
・
「
場
面
」
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
段
階
に
辿
り
つ
い
た
も
の
、
だ
だ
と
吾
-
-
一
た
だ
し
、
こ
、
う
つ
し
た
形
で
、
「
意
図
」
.
「
場
面
」
|
「
表
現
形
式
」
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
練
習
方
法
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
「
!
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
文
型
を
教
え
る
た
め
の
設
定
や
結
び
つ
け
方
な
の
で
あ
り
、
「
意
図
」
・
「
場
面
」
を
本
当
に
重
視
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
/
学
習
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
「
表
現
形
式
」
を
習
得
す
る
た
め
の
練
習
を
た
だ
批
判
的
に
捉
え
た
り
、
全
面
的
に
否
定
し
た
り
す
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、
問
題
な
の
は
、
こ
う
し
た
練
習
が
、
文
型
習
得
の
た
め
の
「
意
図
」
・
「
場
面
」
設
定
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
自
覚
せ
ず
に
、
こ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
練
習
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
「
場
面
」
か
ら
入
る
と
い
っ
て
も
、
美
術
館
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
、
と
い
う
設
定
が
あ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
い
く
ら
そ
う
し
た
「
場
面
」
か
ら
入
っ
て
も
、
結
局
は
「
1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
練
習
設
定
で
あ
る
こ
と
は
、
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
り
に
、
美
術
館
で
起
こ
る
こ
と
す
べ
て
に
つ
い
て
表
現
練
習
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
、
「
場
面
」
か
ら
入
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
場
面
」
か
ら
入
る
と
い
う
一
つ
の
設
定
に
は
な
る
が
、
な
ぜ
そ
れ
が
美
術
館
で
あ
る
の
か
と
い
う
必
然
性
が
関
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
、
っ
。
. 
-
一
「意
図」
「場
面
」
↓
「
表
現
形
式
」
「
意
図
」
・
「
場
面
」
か
ら
入
る
場
合
に
は
、
例
え
ば
「
禁
止
」
と
い
う
「
意
図
」
で
表
現
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
禁
止
と
い
う
の
は
、
「
相
手
」
が
し
よ
う
と
す
る
行
動
を
止
め
る
行
為
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
使
わ
れ
る
「
表
現
形
式
」
の
選
択
に
は
、
待
遇
表
現
上
の
問
題
を
含
め
相
当
の
配
慮
が
必
要
に
な
る
。「
ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
が
禁
止
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
て
も
、
ど
う
い
う
「
場
面
」
に
お
け
る
「
禁
止
」
で
あ
る
の
か
の
情
報
が
な
い
と
、
学
習
者
は
適
切
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
「
禁
止
の
意
図
」
が
あ
れ
ば
必
ず
「
1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
を
用
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
発
表
会
で
、
初
級
段
階
で
は
学
生
が
教
師
に
対
し
て
「
1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
を
用
い
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
発
言
に
対
し
て
、
学
生
で
も
教
師
に
禁
止
し
た
い
こ
と
も
あ
り
、
〈
そ
ん
な
教
え
方
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
〉
と
言
い
た
い
学
生
に
、
そ
う
い
う
こ
と
は
言
つ
て
は
い
け
な
い
と
指
導
す
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
批
判
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
「
表
現
形
式
」
と
「
禁
止
の
意
図
」
と
を
直
接
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
逆
に
「
禁
止
の
意
図
」
が
あ
れ
ば
常
に
「
1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
「
表
現
形
式
」
を
用
い
る
、
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
誤
解
に
基
づ
く
批
判
で
あ
ろ
う
。
学
生
が
教
師
に
対
し
て
も
禁
止
を
し
た
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
表
現
す
る
必
然
性
が
あ
れ
ば
表
現
し
て
よ
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
「l
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
「
表
現
形
式
」
を
用
い
る
た
め
に
は
、
自
53一
分
が
そ
、
ヱ
表
現
す
る
た
め
の
「
当
然
性
」
が
必
要
で
あ
り
、
何
で
も
「
1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
で
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
禁
止
」
を
「
意
図
」
と
す
る
「
表
現
形
式
」
に
は
、
「
ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
す
る
な
」
「
し
ち
ゃ
だ
め
」
「
や
め
ろ
」
「
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
「
し
な
い
で
も
ら
え
る
」
「
し
な
い
で
」
と
い
っ
た
も
の
や
、
さ
ら
に
は
、
「
こ
こ
、
禁
煙
な
ん
で
す
け
ど
」
「
今
の
と
こ
ろ
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
」
「
あ
の
、
こ
こ
で
は
写
真
は
:
・
」
な
ど
と
い
っ
た
「
表
現
形
式
」
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
「
場
面
」
の
条
件
が
常
に
岱
市
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
「
表
現
帝
京
」
を
す
べ
て
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
い
う
「
意
図
」
・
「
場
面
」
に
お
い
て
は
、
こ
う
い
う
「
表
現
形
式
」
が
選
択
で
き
る
(
そ
れ
は
一
対
一
の
対
応
と
は
限
ら
な
い
)
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
学
生
が
教
師
に
禁
止
し
た
い
、
と
い
っ
た
条
件
で
も
、
選
択
で
き
る
「
表
現
形
式
」
は
、
小
学
生
の
場
合
と
大
学
生
の
場
合
で
は
異
な
る
し
、
初
級
段
階
の
学
習
者
と
上
級
段
階
の
学
習
者
で
も
異
な
る
。
具
体
的
に
ど
う
い
う
教
師
が
相
手
で
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
も
し、
「
そ
ん
な
教
え
方
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
「
表
現
形
式
」
が
適
切
な
「
場
面
」
が
あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
設
定
し
た
上
で
、
そ
の
「
表
現
形
式
」
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
ず
、
具
体
的
な
「
意
図
」
・
「
場
面
」
か
ら
入
る
こ
と
で
、
「
表
現
霊
入
」
も
決
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
有
限
の
「
表
現
形
式
」
か
ら
入
る
こ
と
の
合
理
性
は
認
め
つ
つ
も
、
「
ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
「
表
現
形
式
」
か
ら
入
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
無
限
の
広
が
り
を
持
た
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
逆
に
無
限
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
「
意
図
」
・
「
場
面
」
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
具
体
的
な
「
意
図
」
・
「
場
面
」
を
設
定
す
る
こ
と
で
ま
ず
有
限
化
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
入
る
こ
と
で
有
限
の
「
表
現
形
式
」
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
禁
止
」
の
場
合
で
は
、
必
ず
し
も
「
1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
「
表
現
形
式
」
に
つ
な
げ
る
必
要
は
な
く
、
そ
の
「
意
図
」
・
「
場
面
」
に
ふ
さ
わ
し
い
「
表
現
形
式
」
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
「
表
現
形
式
」
か
ら
入
る
か
、
「
意
図
」
・
「
場
面
」
か
ら
入
る
か
、
と
い
っ
た
妻
宅
そ
、
7単
純
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
が
よ
い
の
か
、
ど
ち
ら
を
取
る
の
か
は
、
そ
の
と
き
の
条
件
や
状
況
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
と
言
え
よ
う
。
「
文
型
」
は
、
常
に
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
具
体
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、
具
体
的
な
「
意
図
」
・
「
場
面
」
と
の
結
び
つ
き
を
持
た
せ
る
以
外
に
な
い
。
し
か
し
、
「
意
図
」
・
「
場
面
」
が
常
に
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
必
要
も
な
い
。
「
意
図
」
や
「
場
面
」
を
あ
る
程
度
抽
象
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
意
図
」
や
「
場
面
」
が
ど
の
よ
う
な
「
表
現
形
式
」
と
結
び
つ
い
て
い
く
の
か
と
い
う
教
育
/
学
習
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
よ
り
合
理
的
、
能
率
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
、
高
め
て
い
く
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
言
誼
巴
が
「
行
為
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
教
育
/
学
習
の
自
然
な
方
向
は
、
「
主
体
」
が
あ
る
「
意
図
」
を
持
っ
て
、
あ
る
「
場
面
」
に
お
け
る
、
適
切
な
「
表
現
形
式
」
を
用
い
て
「
表
現
行
為
」
「
理
解
行
為
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
」
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
言
語
教
育
/
学
習
の
方
法
論
に
は
、
様
々
な
可
能
性
が
あ
る
。
ど
う
い
、
ヱ
刀
法
が
そ
の
学
習
者
に
向
い
て
い
る
の
か
は
、
個
人
差
に
よ
っ
て
も
決
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
点
は
、
教
育
/
学
習
の
実
践
的
な
事
例
を
重
視
す
- 54-
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
. 
「
主
体
」
|
「意
図
」
「
場
面」
|
「
言
材
」
|
「文
話
」
に
お
け
る
「
文
法
」
い
わ
ゆ
る
日
本
語
教
育
に
お
け
る
「
文
型
」
中
心
の
文
法
整
宵
や
、
国
語
教
育
問
に
お
け
る
「
文
」
単
位
で
の
分
析
的
文
法
ゃ
、
文
章
構
成
法
と
い
っ
た
意
味
で
の
文
法
教
育
を
、
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
「
表
現
形
式
」
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
「
表
現
形
式
」
に
留
ま
ら
な
い
整
円
/
学
習
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
解
決
策
と
し
て
は
、
ま
ず
、
無
限
の
「
意
図
」
を
抽
象
化
す
る
こ
と
で
有
限
の
「
意
図
」
を
設
定
し
、
そ
の
中
で
学
習
者
が
必
要
な
「
意
図
」
を
絞
り
込
み
、
そ
の
「
意
図
」
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
「
場
面
」
を
設
定
し
、
そ
の
「
意
図
」
・
「
場
面
」
に
ふ
さ
わ
し
い
「
表
現
形
式
」
を
選
択
す
る
、
と
い
っ
た
方
向
の
教
育
/
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
「
表
現
形
式
」
の
習
得
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
「意
図
」
・
「
場
面
」
「
表
現
形
式
」
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
情
報
を
示
し
、
選
択
す
る
た
め
の
根
拠
を
与
え
る
と
い
っ
た
段
階
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
「
ー
な
い
で
く
だ
さ
い
」
を
教
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
「禁
止
の
意
図
」
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
「場
面
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
し
、
「1
な
い
で
く
だ
さ
い
」
が
ふ
さ
わ
し
い
「
表
現
形
式
」
で
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
用
い
る
、
「
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
で
は
な
く
、
事
情
を
一
不
す
と
い
っ
た
「
表
現
形
式
」
、
例
え
ば
、
「
こ
の
部
屋
は
禁
煙
に
な
っ
て
い
ま
す
」
が
適
切
な
状
況
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
用
い
る
、
と
い
っ
た
方
法
を
採
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
も
「
主
体
」
|
「
意
図
」
ー
「
場
面
」
|
「
言
材
」
|
「
文
話
」
と
い
っ
た
枠
組
み
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ふ
さ
わ
し
い
「
表
現
形
式
」
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
点
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
お
け
る
「
文
法
」
の
教
育
/
学
習
に
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
実
際
の
教
室
場
面
や
、
限
ら
れ
た
教
育
/
学
習
の
時
間
と
い
っ
た
制
約
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
現
実
的
な
要
請
に
応
え
る
た
め
の
方
法
論
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
必
ず
し
も
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
「
文
法
」
の
整
問
/
学
習
の
理
想
形
態
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
「
主
体
」
|
「
意
図
」
|
「
場
面
」
|
「
ニ
=
最
」
|
「
文
話
」
の
関
連
性
に
お
い
て
「
文
法
」
の
教
育
/
学
習
を
考
え
て
い
く
場
合
、
よ
り
広
い
意
味
で
の
「
文
法
」
と
い
、
?
も
の
が
「
表
現
行
為
」
「
理
解
行
為
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
」
に
お
け
る
「
き
ま
り
・
規
則
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
「
き
ま
り
・
規
則
」
を
先
に
取
り
出
す
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
を
通
じ
て
習
得
で
き
る
よ
う
な
方
法
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
一
=
一
口
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
実
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
お
け
る
様
々
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
こ
と
、
が
重
要
に
な
る
。
た
だ
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
を
通
じ
て
習
得
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
適
切
さ
の
た
め
に
何
ら
か
の
「
き
ま
り
・
規
型
が
必
要
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
そ
の
中
で
取
り
出
し
て
い
き
、
そ
れ
ら
を
習
得
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
「
き
ま
り
・
規
則
巴
H
「文
法
」
の
習
得
が
、
次
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
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シ
ヨ
ン
に
つ
な
が
り
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
段
階
で
あ
れ
ば
、
か
り
に
「
文
法
」
だ
け
を
取
り
出
し
た
教
育
/
学
習
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
意
味
の
あ
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
「
言
語
」
の
教
育
/
学
習
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
に
挙
げ
た
、
「
表
現
形
式
」
か
「
意
図
」
・
「
場
面
」
か
に
象
徴
さ
れ
る
様
々
な
対
立
を
乗
り
越
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
女
法
」
教
育
/
学
習
の
占
め
る
位
置
や
役
割
も
明
確
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
、
総
合
活
動
型
の
整
同
/
学
習
と
、
そ
こ
で
生
じ
た
言
語
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
整
宵
/
学
習
と
を
並
行
さ
せ
、
両
者
を
絡
め
つ
つ
、
整
同
/
学
習
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
、
教
材
開
発
も
必
要
に
な
石
。
し
か
し
、
ま
ず
教
材
が
あ
っ
て
授
業
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
授
業
実
践
を
積
み
重
ね
、
事
例
を
積
み
上
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
よ
り
汎
用
性
の
あ
る
要
素
を
引
き
出
し
、
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
教
材
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
、
っ
。
お
わ
り
に
「
〈
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
「
日
本
語
教
育
」
の
立
場
か
ら
、
「
文
法
」
の
教
育
/
学
習
を
中
心
に
老
ゑ
小
し
て
き
た
。
「
言
誼
巴
の
教
育
/
学
習
の
目
的
は
、
学
習
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
(
話
し
、
聞
き
、
書
き
、
読
む
こ
と
に
関
す
る
す
べ
て
の
能
力
)
を
養
い
、
高
め
る
こ
と
だ
と
い
、
っ
当
展
…
の
点
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
中
で
の
「
き
ま
り
・
規
則
」
と
し
て
「
文
法
」
を
捉
え
る
こ
と
で
、
従
来
の
「
表
現
意
図
」
と
「
意
図
」
「
場
面
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
「
き
ま
り
・
規
型
の
す
べ
て
を
、
「
文
法
」
と
い
う
用
語
に
担
わ
せ
る
に
は
概
念
が
広
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
大
法
」
と
は
異
な
る
新
た
な
用
語
を
不
す
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
他
の
用
語
に
つ
い
て
も
、
そ
の
概
念
規
定
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
と
、
思
わ
ぬ
誤
解
を
招
く
こ
と
も
あ
る
と
章
え
よ
う
。
「
主
体
」
|
「
意
図
」
|
「場
面
」
|
「言
材
」
|
「
文
話
」
に
お
い
て
「
文
法
」
を
考
え
て
い
く
、
と
い
、
ヱ
刀
針
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
こ
れ
だ
け
で
は
極
め
て
お
お
ま
か
な
構
想
に
過
ぎ
な
い
。
用
語
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
考
え
方
の
枠
組
み
、
そ
し
て
具
体
的
な
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
、
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
す
べ
て
を
、
筆
者
の
今
後
の
謀
題
と
し
て
お
き
た
い
。
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(
注
)
l
納
谷
(一
九
九
九
)、
蒲
谷
(ニ
o
o
o
a)を
参
院
。
2
時
枝
(一
九
五
五
)
「
序
」
に
お
け
る
記
述
を
参
照
。
3
賀
谷
(二
O
O
二
)
を参伝…。
4
「敬
語
表
現
」
に
つ
い
て
は
、
相
川
谷
他
(
一
九
九
八
)
、
「待
巡
表
現
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
消
谷
(二
O
O
O
b
)、
「
待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
演
合
(二
O
O
三
)
を
参
照
。
5
野
田
(二
O
O
三
)
よ
り
引
用
。
6
蒲
谷
(一
九
九
七
)
を
参
照
。
7
「
国
諸
表
現
」
に
関
す
る
教
材
化
と
し
て
は
、
加
藤
他
(二
O
O
三
)
を
占ミ
n
ロ凶
。
j
h
 
(参
考
文
献
)
時
枝
誠
記
(
一
九
四
こ
「
国
諸
学
原
論
』
岩
波
書
庖
時
枝
誠
記
(一
九
五
五
)
「
国
語
学
原
論
』
続
続
岩
波
害
賠
苅
谷
宏
(
一
九
九
七
)
「〈
言
語
M
行
為
V
観
」
に
基
づ
く
日
本
語
教
育
に
お
け
る
「
文
型
」
の
位
置
づ
け
」
「
講
座
日
本
語
教
育
」
竹
村
早
稲
田
大
学
日
本
語
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
柑
容
宏
・
川
口
義
一
・
坂
本
窓
(一
九
九
八
)
『
整
装
現
』
大
修
館
虫
苦
涌
谷
宏
(
一
九
九
九
)
「〈
一一言
語
H
行
為
〉
矧
」
に
基
づ
く
日
本
諾
研
究
の
構
想
」
序
論
|
」
「
森
田
良
行
教
授
古
種
記
念
論
文
集
日
本
語
研
究
と
日
本
語
教
育
』
明
主
医
鵡
川
谷
宏
(
二
o
o
o
a
)
「完
言
語
H
行
為
〉
観
」
に
基
づ
く
日
本
語
教
育
学
の
構
想
」
「
早
稲
田
大
学
日
本
誌
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
安
』
日
部
ハ
合
宏
(二
O
O
O
b
)
「
符
必
表
現
教
育
の
あ
り
方
|
間
世
話
教
育
と
日
本
語
教
育
の
接
点
」
「
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
初
日
本
国
語
教
育
学
会
蒲
谷
宏
(
二
O
O
二
)
「
「
意
図
」
と
は
何
か
!
「
意
図
」
を
ど
の
よ
う
に
促
え
る
か
|
」
「
早
稲
田
大
学
日
本
誌
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
安
』
目
加
勝
康
子
・
滞
金
A
・
木
一戸
立
美
古
岡
野
光
男
・
官
岡
谷
利
光
・
細
川
英
雄
(二
O
O
三
)
「
国
語
表
現
I
』
三
省
堂
野
田
尚
史
(
二
O
O
三
)
「
新
し
い
日
本
語
整
河
文
法
の
設
計
図
」
『二
O
O
三
年
度
日
本
語
教
育
学
会
秋
季
大
会
予
稿
集
」
消
ル
ミ
(
二
O
O
三
)
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
の
視
座
か
ら
既
存
教
科
市
百
文
例
と
教
師
の
"
刷
り
込
み
“
を
問
、
つ
|
「
な
い
で
く
だ
さ
い
」
を
例
と
し
て
」
「
二
0
0
一
一
ア
ま
は
日
本
語
教
育
学
会
私
季
大
会
予
稿
集
』
部
谷
宏
(
二
O
O
一二)
「
「
待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
」
の
椛
惣
」
「
講
座
日
本
語
教
育
』
汐
早
稲
田
大
学
日
本
誌
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
57 
(
早
稲
田
大
学
)
